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　宮崎市は、日向灘に面した県東部の中央に位置しており、
黒潮洗う南北約38㎞の海岸には、太平洋に突き出た「青島」
を境にして、北側・南側それぞれに、全く趣の異なる景色
が広がっています。

　北側は、美しい松の大樹
海が続く砂浜で、亜熱帯植
物の繁茂する「青島」につ
ながっており、「青島」以南
には、鬼の洗濯岩と呼ばれ
る波状岩によって形成され
た風光明媚な国定公園「日
南海岸」が連なっています。
　宮崎のイメージと言えば
「青い空と海」という言葉に
象徴されるように、本市は
豊かな自然と温暖な気候に
めぐまれ、四季折々の花や
緑に彩られた、正に南国情

緒にあふれた都市
です。
　本市の市勢とし
ましては、平成10
年４月に「中核市」
に移行し、平成18
年、22年の周辺4
町との合併を経
て、現在では面積
644.61㎢、人口約
40万人の県都と
なっており、産業、
教育、文化、交通
その他あらゆる面
にわたって発展を
遂げています。

１　宮崎市の概要 ２　宮崎市消防団
　本市消防団は、周辺４町との合併後、平成23年４月
に連合消防団から一団制消防団に移行し、平成26年４
月１日現在、17分団152部、消防団員2,571人（条例定
数2,710人）の組織体制となっています。

　現在の消防団組織は、災害防ぎょ活動に従事する15
分団を中心として、主に広報活動や心肺蘇生法などを指
導する女性分団、消防団活動のPRや団員募集の広報を
行う消防団音楽隊、また、各分団から選抜された消防団
員で構成された消防団ラッパ隊、そして、水難救助に特
化した機能別消防団として、水上バイク隊も組織してお
ります。
　消防用車両については、ポンプ自動車40台、小型ポ
ンプ積載消防自動車97台、水槽付き消防ポンプ自動車
８台を配備して運用しています。
　本市においては、南海トラフ地震発生に伴い、大きな
被害が想定されることから、消防団の組織力、即時対応
力、そして、住民や危険地域等に関する情報力が大規模
災害時に大きな力を発揮するものと考えております。
　また、常備、非常備消防が常に連携し、両輪のごとく
一体となって活動しており、地域防災力の向上に努めて
います。
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様に認知していただくととも
に、登録事業所においては地
域貢献を目的として協賛いた
だき、地域全体で消防団を応
援することで絆を深め、地域
防災力の向上に繋がることを
期待しているところです。

③協賛店舗
　・�店舗数：54件（H26.9.1
現在）

　・業　種（内訳）

①導入経緯
　全国的に団員数が減少していく中で、本市消防団は前
年比23人増となりましたが、平均年齢は、38.2歳と年々
右肩上がりの状況が続いております。高齢化が進むなか、
東日本大震災のような大
規模災害発生時は、特に
消防団の活動がなくては
ならない状況であり、併
せて地域活性化のために
も重要な役割を果たす消
防団員の確保が求められ
ています。
　そのような中、主に消
防団幹部で構成する「宮
崎市消防団組織体制検討
委員会」で団員確保対策

について検討した結果、地域のために献身的に活動を行
う消防団員と、その活動を支える家族に対しての支援に
も繋がる「宮崎市消防団応援の店」事業を実施すること
となりました。

②概要
　この事業は、平成26年８月１日から開始しており、
消防団員またはその家族であることを証明するカード
を、協賛店舗等へ提示することで、料金割引やポイント
加算、商品等のサービスを受けられるものです。
�この事業により、消防団活動の重要性を広く市民の皆

４　おわりに

飲　　食　　業：36件 ホ テ ル・ 温 泉： 4件 理　 美　 容　 業： 2件
代 行 運 転 業： 3件 中 古 車 販 売： 1件 給　　 油　　 所： 1件
動　　物　　園： 1件 映　　 画　　 館： 1件 カ ラ オ ケ 店： 2件
スポーツクラブ： 1件 靴　　　　　 店： 1件 文　 房　 具　 店： 1件

④対象者
　原則として、宮崎市消防団員とその家族ですが、宮崎
市以外の消防団員についても、事業所、店舗等によって
は、消防団員の証明等があれば対象となりますので、宮
崎市にお越しの際はぜひ「宮崎市ホームページ」で内容
をご確認ください。

　消防団員は、仕事や家庭を持ちながら、貴重な時間を
割いて有事のために訓練や研修、地域行事に取り組んで
います。また、災害発生時には、昼夜を問わず現場に駆
けつけ地域のために活動しています。当然のことながら
家庭や職場の理解も不可欠です。
　災害発生時には常備消防のみでは対応できない状況も
多々あり、なくてはならない存在ですが、活動できる消
防団員は全国的に減少傾向にあります。
　そのような中、平成25年12月に「消防団を中核とし
た地域防災力の充実強化に関する法律」が施行され、消
防団を取り巻く環境が大きく変化してきています。今後
も、団員にとっては励みとなり、また、家族をはじめ、
地域住民から誇りに思われるような消防団を目指してい
くために、この「宮崎市消防団応援の店」事業が、更な
る充実強化の礎となるよう推進していきたいと考えてお
ります。
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３　「宮崎市消防団応援の店」事業
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先進事例   
紹介

先進事例   
紹介

先進事例   
紹介

先進事例   
紹介


